
旅ガール窪咲子さんに聞いてみたい旅の疑問を募集中！ 詳しくは日本ユースホステル協会 hm@jyh.or.jp まで♪
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　旅をする前からうすうす気づいていましたが、「絶景」の多くは、

アクセスが悪かったり、天候やシーズンに左右され、簡単に見れる

ものではありません。だからこそ、実際にその目で見たときの感動

もひとしおなのですが、美しい写真の裏側には、並々ならぬ苦労や

失敗がありました。今回は、そんなエピソードと共にオススメの絶

景をご紹介します。

　これまで一番感動したのは、真っ白な塩の大地に雨が降って水

が溜まり、鏡のように空を反射する“鏡張り”が有名なボリビアの

「ウユニ塩湖」。まだ旅に憧れていたころから、世界で一番行きた

い場所でした。

ウユニ塩湖の

標高は、約3700

メートル。富士

山と同じくらい

の場所に位置

しているため、

酸素が薄く、歩くだけでも息が上がりま

す。高山病になってしまい、写真を撮り

ながら気を失いそうになったことも、いまでは良い思い出です…。

気象条件に大きく左右されるため、雨が降らず塩湖の水が少な

かったり、風が吹き、水が波立ってしまうと、美しい鏡張りが見れま

せん。朝、昼、夜と全く違う景色を見せてくれるので、気づけば1週

間ほど滞在していました。ウユニ塩湖への旅行を計画する方は、少

し長めに滞在し、ウユニ塩

湖を満喫することをオスス

メします。

　アメリカの「THE WAVE」

も印象に残っている絶景の

ひとつ。まず1日に20人のみ

という入場規制があり、事前のWEB抽選か前日にカナブという街

でおこなわれる抽選に当選しなくては、足を踏み入れることができ

ません。1週間抽選に参加しても当たらずに泣く泣く帰国した友人

もいる中、私は運よく2回目の抽選で当選したのですが、渡された

地図を見て驚愕しました。目印として記されていた岩や大地がどこ

を見渡しても同じような景色ばかりで、解読困難…！ 太陽が照り付

ける中、3時間ほど荒野をさまよい歩いて、ようやくたどり着いたと

きには、思わず涙があふれました。しかし、失敗してしまったのは

訪れる時間帯。予定以上に到着が遅れてしまったため、一部、陰に

なってしまいました。絶景の写真を撮る場合は、日の当たる時間な

どもきちんと考慮し、余裕を持って訪れるべきだと学びました。

　また、地上だけでなく、海の世界も絶景が多

いため、ダイビングに挑戦してみるのもオスス

メです。メキシコのセノーテをはじめ、アシカと

一緒に泳ぐガラパゴス諸島の海、イースター島

の海中に沈むモアイなど、ダイビングをはじめ

てから、旅の幅も広がり、より楽しくなりました。

　海を挟んだ隣の国にも関わらず、どこか遠く感じていたロシア。ワールド

カップを観戦するため、首都モスクワと日本vsコロンビア戦が行われたサラ

ンスクを訪れると、その印象は大きく変わりました。

　6月のモスクワは、寒くて暗いイメージとは正反対の常夏で笑顔にあふれ

ていました。一見クールに見えるロシア人ですが、自分が乗るはずの電車を見

送ってまで丁寧に案内してくれたり、じつはとても親切で優しいのです。食べ

物がおいしい、物価も安い、雑貨がかわいいなど魅力も多く、帰国してから会

う人全員にロシアの旅を薦めるくらい、すっかり魅了されていました。日本か

ら2時間ほどで行けるロシア極東の街・ウラジオストクも気になっています。

色んな国の「絶景」の写真を撮りに行きたいです。

窪さんのオススメはどこですか？

最近の

oshiete

窪 咲子（くぼ さきこ）
1987年生まれ。編集、ライター。出版社を経て、

世界一周の旅に出発。トラベルライターとして

仕事をしながら世界中を旅する。今までに訪れ

た国は65カ国。地球の歩き方WEBサイトにて

世界各国で出会ったイケメンのストリートス

ナップを掲載する『世界イケメンハンター』を執

筆。帰国後は『マツコの知らない世界』や『アイア

ム冒険少年』などメディアにも出演。著書に

『GIRL'S TRAVEL』（ダイヤモンド社）、『恋する世

界一周』（イカロス出版）。

旅GIRL教えて！

松鳥 むう
（まつとり むう）

イラストエッセイスト。今までに訪れた日本の島は85島。ユースホステルやゲストハウスに100軒以上宿泊。著書に『日本てくてくゲストハウスめぐり』（ダイヤモンド社）、
『島旅ひとりっぷ』（小学館）、『おばあちゃんとわたし』（方丈社）等。最新刊は『島好き最後の聖地 トカラ列島 秘境さんぽ』（西日本出版社）。http://muu-m.com/
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ユースホステル Special Program・・・・・・・・・・・P12
in 文化放送「レコメン！」

Youth Hostel Pick up・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P08
～煌めきの宝箱、ふくしま～
満天の星空につつまれた癒やしの非日常空間
ユースゲストハウス ATOMA

インタビュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P02

女優／有村架純
「また、ここに来たい」
そう思える場所があれば、
前を向いて進んでいける。

Hostelling Magazine vol.14
まとめてダウンロード

松鳥むうの晴れときどき旅びより・・・・・・・・・・・・P23

教えて！ 旅GIRL・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P22

トリップアドバイザー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20
耳寄り！ 観光NAVI
ラップランドのナイトツアー

Hostelling Magazine × 地球の歩き方・・P14
秋のフィンランド＆カナダで
ダブルオーロラを観る！
■Aurora Destinations 01 Finland
■Aurora Destinations 02 Canada
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